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す
。
20
年
12
月
か
ら
21
年
１
月

に
か
け
て
も
「
電
力
不
足
」
が

い
わ
れ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
原
因
と
し
て
、
冬
季
の
需
要

増
に
備
え
て
い
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
の
供
給
ひ
っ
迫

を
挙
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
佐

藤
さ
ん
は
「
す
で
に
再
稼
働
し

て
い
た
原
発
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
し
た
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ

た
電
力
不
足
」
と
い
い
ま
す
。

定
期
点
検
が
12
月
時
点
で
終
了

予
定
だ
っ
た
、
関
西
電
力
大
飯

原
発
３
号
機
で
は
原
子
炉
を
冷

や
す
一
次
冷
却
系
の
配
管
で
亀

裂
が
、
高
浜
原
発
３
号
機
で
は

蒸
気
発
生
器
の
伝
熱
管
に
傷
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
再
稼
働
が
見
送
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
ガ
ス
火
力
の

稼
働
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
す
。

　

４
つ
目
が
、
国
際
情
勢
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
混
乱
で

す
。
21
年
秋
か
ら
化
石
燃
料
の

国
際
価
格
が
上
昇
し
て
い
る

上
、
22
年
２
月
か
ら
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
っ

て
化
石
燃
料
が
高
騰
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
が
わ
ず
か
１
割
程
度
し
か
な

く
、
化
石
燃
料
（
石
炭
、
石

油
、
天
然
ガ
ス
）
を
ほ
ぼ
１
０

０
％
輸
入
に
頼
る
日
本
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
は
大
打
撃
で
す
。

実
際
、
電
力
会
社
に
よ
る
電
気

料
金
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

３
、
４
つ
目
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
国
内
の
電
力
供
給
の
在

り
方
を
次
の
よ
う
に
根
本
的
に

見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

佐
藤
洋
さ
ん
は
「
日
本
の
発

電
能
力
は
最
大
需
要
の
１
・
３

～
１
・
５
倍
あ
る
」
と
話
し
ま

す
。
発
電
所
な
ど
が
持
つ
発
電

能
力
は
約
２
億
７
千
万
㌔
㍗

（
２
０
２
０
年
度
）
あ
り
、
過

去
の
最
大
需
要
１
・
82
億
㌔
㍗

（
01
年
７
月
24
日
）
に
対
し
て

も
３
割
、
原
発
を
除
い
て
も
２

割
強
の
余
力
が
あ
る
と
言
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
「
電
力
不
足
」
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
佐
藤
さ
ん
は
「
電

力
不
足
」
が
起
こ
る
４
つ
の
原

因
を
挙
げ
、「
発
電
設
備
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
電

力
の
需
給
管
理
が
合
理
的
に
見

直
さ
れ
て
い
な
い
の
が
問
題
」

だ
と
言
い
ま
す
。

　

原
因
の
１
つ
目
は
、
予
想
外

の
天
候
に
よ
る
需
要
増
で
す
。

３
月
や
６
月
は
電
力
需
要
が
比

較
的
安
定
す
る
こ
と
か
ら
点
検

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
休
止
す
る

設
備
が
多
い
時
期
で
す
。
と
こ

ろ
が
昨
年
３
月
に
は
予
想
外
の

寒
気
に
よ
る
冷
え
込
み
が
起

き
、
６
月
に
は
梅
雨
明
け
と
猛

暑
の
到
来
が
前
倒
し
で
来
て
し

ま
う
と
い
っ
た
異
常
気
象
が
起

き
て
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
が
、
地
震
な
ど
の
災

害
に
よ
る
発
電
設
備
の
故
障
で

す
。
昨
年
３
月
16
日
、
福
島
県

沖
地
震
に
よ
っ
て
福
島
県
や
宮

城
県
の
沿
岸
地
域
に
あ
る
火
力

発
電
が
損
壊
・
故
障
し
ま
し

た
。
復
旧
に
時
間
の
か
か
っ
た

設
備
が
あ
っ
た
こ
と
、
東
北
か

ら
東
京
向
け
の
送
電
線
の
運
用

容
量
が
半
減
し
た
こ
と
な
ど

に
、
前
述
の
寒
気
も
重
な
り
、

「
電
力
不
足
」
が
い
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
２
つ
に
対
応
す
る
に

は
、
電
力
需
給
の
時
間
移
動

（
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
）

や
、
全
国
的
な
電
力
の
融
通
に

よ
る
対
処
が
必
要
で
す
。

　

３
つ
目
が
、
老
朽
化
す
る
原

発
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で

原
発
や
石
炭
火
力
は
安
定

原
発
や
石
炭
火
力
は
安
定

供
給
に
逆
行

供
給
に
逆
行

年
）
は
「
電
気
代
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
だ

と
思
う
。
電
気
を
付
け
っ
ぱ
な

し
に
し
な
い
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

こ
ま
め
に
抜
く
よ
う
に
し
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。
前
出
の

大
学
生
（
４
年
）
は
、「
節
電

や
省
エ
ネ
で
我
慢
す
る
必
要
は

な
い
。
老
朽
化
し
て
い
な
い
原

発
を
動
か
せ
ば
い
い
」
と
言
い

ま
す
。「
原
発
は
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
よ
り
原
発
の
方
が
安
定

的
に
電
力
を
供
給
で
き
る
」。

　

前
出
の
一
人
暮
ら
し
の
学
生

は
「
原
発
に
力
を
入
れ
す
ぎ
る

の
は
良
く
な
い
。
自
分
は
宮
城

出
身
。
東
日
本
大
震
災
で
原
発

事
故
が
起
き
た
し
、
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
と
話
し
ま
す
。
前

出
の
大
学
生
（
１
年
）
は
「
節

電
と
か
省
エ
ネ
し
た
方
が
地
球

に
負
荷
が
か
か
ら
な
い
。
日
本

は
自
然
が
多
い
か
ら
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
も
い
い
の
で

は
」
と
取
材
に
応
え
ま
し
た
。

る
の
も
あ
る
け
ど
、
電
子
機
器

の
普
及
と
か
オ
ー
ル
電
化
の
影

響
も
あ
る
と
思
う
」。「
去
年
の

冬
に
、
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
テ

レ
ビ
で
見
た
」
と
話
す
大
学
生

（
１
年
）
は
、「
不
足
し
て
い

な
い
と
思
う
。
今
ま
で
も
乗
り

切
っ
て
き
た
し
何
と
か
な
る
の

で
は
」
と
話
し
ま
す
。

　

節
電
や
省
エ
ネ
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
取
材
を
進
め
る
と
、

一
人
暮
ら
し
の
大
学
生
（
１

　

渋
谷
の
街
頭
で
、
メ
デ
ィ
ア

で
く
り
返
し
報
道
さ
れ
る
「
電

力
需
給
ひ
っ
迫
」「
電
力
不

足
」
に
つ
い
て
青
年
に
取
材
し

て
み
ま
し
た
。「
生
活
し
て
い

て
も
あ
ま
り
よ
く
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
が
多
数
で
し

た
。「
電
力
不
足
は
深
刻
だ
と

思
う
」
と
答
え
た
大
学
生
（
４

年
）
は
、「
火
力
発
電
が
間
に

合
っ
て
い
な
い
と
ニ
ュ
ー
ス
で

見
た
。
夏
と
冬
に
需
要
が
増
え

街
頭
の
青
年
は

街
頭
の
青
年
は
……

一刻も早い冤罪被害の救済を　袴田事件・再審確定 （３面）

アルバイトで知っておきたいこと　「なんかおかしい？」ときの対処法（６、７面）

共青創立から100年の伝統を引き継ぐ民青同盟（10、11面）
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「電力不足」は本当？「電力不足」は本当？

　　「電力需給ひっ迫」「節電のご協力を」―政府

は、夏・冬の「電力不足」への懸念を示し続けて

います。国内の電力は本当に不足しているのでし

ょうか。青年に取材するとともに、日本共産党原

発・気候変動・エネルギー問題対策委員会の佐藤

洋さんに話を聞きました。 （今井千尋記者）

需
給
管
理
が
合
理
的
に
見

需
給
管
理
が
合
理
的
に
見

直
さ
れ
て
い
な
い

直
さ
れ
て
い
な
い

　

１
日
の
電
気
の
使
わ
れ
方
は

時
間
帯
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
り

ま
す
（
左
上
図
）。
大
規
模
一

極
集
中
型
の
原
発
や
石
炭
火
力

は
出
力
を
機
敏
に
変
化
さ
せ
る

の
が
難
し
い
電
源
で
す
。
さ
ら

に
、
そ
れ
ぞ
れ
電
力
供
給
の
安

定
化
に
逆
行
し
ま
す
。

原
発

：

事
故
の
リ
ス

ク
高
め
る

　

原
発
は
急
激
な
出
力
変
化
を

す
れ
ば
、
燃
料
棒
の
安
全
性
を

損
な
い
ま
す
。
ま
た
前
出
の
よ

う
に
、
20
年
冬
の
電
力
不
足
で

は
、
定
期
点
検
で
不
具
合
が
発

見
さ
れ
て
電
力
供
給
に
支
障
を

き
た
し
ま
し
た
。
３
月
30
日
に

原
発
の
60
年
超
運
転
を
可
能
に

す
る
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
脱

炭
素
電
源
法
案
」
が
衆
議
院
で

審
議
入
り
し
ま
し
た
が
、
老
朽

化
し
た
原
発
を
使
え
ば
事
故
の

リ
ス
ク
を
高
め
、
ま
す
ま
す
電

力
供
給
の
安
定
化
に
逆
行
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
も
そ

も
日
本
は
地
震
・
津
波
大
国
で

あ
る
こ
と
か
ら
原
発
の
立
地
に

適
し
て
い
ま
せ
ん
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
12
年
経
っ
て
も
対
応

が
続
く
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
に
見
る
よ
う
に
原
発

は
「
ク
リ
ー
ン
」
に
は
程
遠
い

も
の
で
す
。（
２
面
に
つ
づ
く
）


